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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）入力信号を受信し、少なくとも１つのＬＮＡ出力信号を提
供するように構成されている低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）であって、並列接続された複数
のＮチャネル金属酸化膜半導体（ＮＭＯＳ）トランジスタ、および別個の複数のＮＭＯＳ
トランジスタならびに複数のＰチャネル金属酸化膜半導体（ＰＭＯＳ）トランジスタを具
備する、低ノイズ・アンプと、
　前記ＬＮＡに結合されている複数のミキサ対であって、各ミキサ対はイネーブルにされ
ていると１つのＬＮＡ出力信号をダウンコンバートするように構成されており、各ミキサ
対は選択的にイネーブルまたはディセーブルにされる、複数のミキサ対と、
　を具備し、
　前記複数のミキサ対は可変のミキサ入力インピーダンスを有し、各ミキサ対の選択的な
イネーブル化およびディセーブル化は変化するミキサ入力インピーダンスによって装置線
形性を増加させる、装置。
【請求項２】
　前記複数のミキサ対が、相違するサイズのトランジスタを用いて実現されている第１お
よび第２ミキサ対を具備する、
　請求項１の装置。
【請求項３】
　前記複数のミキサ対が、相違する量の電流または相違するバイアス電圧によってバイア
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スされる第１および第２ミキサ対を具備する、
　請求項１の装置。
【請求項４】
　前記複数のミキサ対が、相違する信号レベルの局部発振器（ＬＯ）信号によって駆動さ
れる第１および第２ミキサ対を具備する、
　請求項１の装置。
【請求項５】
　前記複数のミキサ対が、相互に結合されかつ被ダウンコンバート信号を提供する出力を
有する、
　請求項１の装置。
【請求項６】
　各ミキサ対が複数のモードの中から選択されたモードに基づいてイネーブルまたはディ
セーブルにされ、
　各モードは、少なくとも１つのミキサ対の相違する組と関連付けられており、
　前記選択されたモードと関連付けられている前記少なくとも１つのミキサ対はイネーブ
ルにされ、存在する場合は残りのミキサ対は全てディセーブルにされる、
　請求項１の装置。
【請求項７】
　高線形性モードについては第１および第２ミキサ対がイネーブルにされ、
　低線形性モードについては前記第１ミキサ対がイネーブルにされるとともに前記第２ミ
キサ対がディセーブルにされる、
　請求項１の装置。
【請求項８】
　大きな妨害信号が検出される場合に高線形性モードが選択され、
　大きな妨害信号が検出されない場合に低線形性モードが選択される、
　請求項７の装置。
【請求項９】
　前記ＬＮＡが１つのＬＮＡ出力信号を提供するように構成されており、
　各ミキサ対が、イネーブルにされていると前記ＬＮＡ出力信号をダウンコンバートする
ように、構成されている、
　請求項１の装置。
【請求項１０】
　前記ＬＮＡが、複数のＬＮＡ出力信号を提供するように構成されており、
　１つのＬＮＡ出力信号が各ミキサ対用であり、
　各ミキサ対が、イネーブルにされていると、それぞれのＬＮＡ出力信号をダウンコンバ
ートするように構成されている、
　請求項１の装置。
【請求項１１】
　前記ＬＮＡが第１および第２ＬＮＡ出力信号を提供するように構成されており、
　第１ミキサ対が、イネーブルにされていると前記第１ＬＮＡ出力信号をダウンコンバー
トするように構成されており、
　第２ミキサ対が、イネーブルにされていると前記第２ＬＮＡ出力信号をダウンコンバー
トするように構成されている、
　請求項１の装置。
【請求項１２】
　入力段および出力段を具備する低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）であって、前記入力段はＬ
ＮＡ入力信号を受信するとともに被増幅信号を提供し、前記出力段は前記被増幅信号をバ
ッファするとともに少なくとも１つのＬＮＡ出力信号を提供し、前記出力段は並列結合さ
れている複数の負荷部を具備し、各負荷部は選択的にイネーブルまたはディセーブルにさ
れるように構成されている、低ノイズ・アンプ
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　を具備する装置であって、
　前記装置は、各負荷部を選択的にイネーブルおよびディセーブルにすることによって前
記ＬＮＡの内部負荷を変化するように構成されており、
　前記入力段は並列接続された複数のＮチャネル金属酸化膜半導体（ＮＭＯＳ）トランジ
スタを具備し、各負荷部は複数のＮＭＯＳトランジスタおよび複数のＰチャネル金属酸化
物半導体（ＰＭＯＳ）トランジスタを具備する、
　装置。
【請求項１３】
　前記複数の負荷部の各々が１組のＮチャネル金属酸化膜半導体（ＮＭＯＳ）トランジス
タに結合されている１組のＰチャネル金属酸化膜半導体（ＰＭＯＳ）トランジスタを具備
する、
　請求項１２の装置。
【請求項１４】
　前記複数の負荷部が、相違するサイズのトランジスタを用いて実現されている、
　請求項１２の装置。
【請求項１５】
　前記複数の負荷部が、相違する量の電流または相違するバイアス電圧によってバイアス
される、
　請求項１２の装置。
【請求項１６】
　前記複数の負荷部が、複数のＬＮＡ出力信号を提供するように構成されており、
　１つのＬＮＡ出力信号が各負荷部用である、
　請求項１２の装置。
【請求項１７】
　前記複数の負荷部が第１および第２負荷部を具備し、
　高線形性モードについては前記第１および第２負荷部がイネーブルにされ、
　低線形性モードについては前記第１負荷部がイネーブルにされるとともに前記第２負荷
部がディセーブルにされる、
　請求項１２の装置。
【請求項１８】
　低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）入力信号を受信し、複数のＬＮＡ出力信号を提供するよう
に構成されている低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）であって、並列接続された複数のＮチャネ
ル金属酸化膜半導体（ＮＭＯＳ）トランジスタ、および別個の複数のＮＭＯＳトランジス
タならびに複数のＰチャネル金属酸化膜半導体（ＰＭＯＳ）トランジスタを具備する、低
ノイズ・アンプと、
　前記ＬＮＡに結合されている複数のミキサ対であって、各ミキサ対はイネーブルにされ
ていると前記複数のＬＮＡ出力信号のうちの相違する１つをダウンコンバートするように
構成されている、複数のミキサ対と、
　を具備し、
　前記複数のミキサ対は可変のミキサ入力インピーダンスを有し、各ミキサ対の選択的な
イネーブル化およびディセーブル化は変化するミキサ入力インピーダンスによって装置線
形性を増加させる、装置。
【請求項１９】
　各ミキサ対が、複数のモードの中から選択されたモードに基づいてイネーブルまたはデ
ィセーブルにされる、
　請求項１８の装置。
【請求項２０】
　前記ＬＮＡが、前記複数のＬＮＡ出力信号を提供するように構成されている複数の負荷
部を具備し、
　各負荷部が、選択されたモードに基づいてイネーブルまたはディセーブルにされる、
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　請求項１９の装置。
【請求項２１】
　前記ＬＮＡが、第１および第２ミキサ対のための第１および第２ＬＮＡ出力信号を提供
するように構成されている第１および第２負荷部をそれぞれ具備する、
　請求項１８の装置。
【請求項２２】
　高線形性モードについては前記第１および第２負荷部ならびに前記第１および第２ミキ
サ対がイネーブルにされ、
　低線形性モードについては前記第１負荷部および前記第１ミキサ対がイネーブルにされ
るとともに前記第２負荷部および前記第２ミキサ対がディセーブルにされる、
　請求項２１の装置。
【請求項２３】
　低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）入力信号を受信し、少なくとも１つのＬＮＡ出力信号を提
供するように構成されている低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）であって、並列接続された複数
のＮチャネル金属酸化膜半導体（ＮＭＯＳ）トランジスタ、および別個の複数のＮＭＯＳ
トランジスタならびに複数のＰチャネル金属酸化膜半導体（ＰＭＯＳ）トランジスタを具
備する、低ノイズ・アンプと、
　前記ＬＮＡに結合されている複数のミキサ対であって、各ミキサ対はイネーブルにされ
ていると少なくとも１つのＬＮＡ出力信号のうちの１つをダウンコンバートするように構
成されており、各ミキサ対は選択的にイネーブルまたはディセーブルにされる、複数のミ
キサ対と、
　を具備し、
　前記複数のミキサ対は可変のミキサ入力インピーダンスを有し、各ミキサ対の選択的な
イネーブル化およびディセーブル化は変化するミキサ入力インピーダンスによって集積回
路線形性を増加させる、集積回路。
【請求項２４】
　高線形性モードについては第１および第２ミキサ対がイネーブルにされ、
　低線形性モードについては前記第１ミキサ対がイネーブルにされるとともに前記第２ミ
キサ対がディセーブルにされる、
　請求項２３の集積回路。
【請求項２５】
　前記ＬＮＡが並列結合されている複数の負荷部を具備し、
　各負荷部が選択的にイネーブルまたはディセーブルにされる、
　請求項２３の集積回路。
【請求項２６】
　前記複数の負荷部が第１および第２負荷部を具備し、
　高線形性モードについては前記第１および第２負荷部がイネーブルにされ、
　低線形性モードについては前記第１負荷部がイネーブルにされるとともに前記第２負荷
部がディセーブルにされる、
　請求項２５の集積回路。
【請求項２７】
　前記複数の負荷部が第１および第２負荷部を具備し、
　高線形性モードについては前記第１および第２負荷部ならびに第１および第２ミキサ対
がイネーブルにされ、
　低線形性モードについては前記第１負荷部および前記第１ミキサ対がイネーブルにされ
るとともに前記第２負荷部および前記第２ミキサ対がディセーブルにされる、
　請求項２５の集積回路。
【請求項２８】
　検出された動作条件に基づいて複数のモードの中からモードを選択することと、
　前記選択されたモードに基づいて、複数のミキサ対のうちの少なくとも１つのミキサ対
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をイネーブルにすることと、
　前記選択されたモードに基づいて、存在する場合に前記複数のミキサ対のうちの残りの
ミキサ対をディセーブルにすることと、
　前記選択されたモードに基づいて、低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）の複数の負荷部のうち
の少なくとも１つの負荷部をイネーブルにすることであって、前記ＬＮＡは並列接続され
た複数のＮチャネル金属酸化膜半導体（ＮＭＯＳ）トランジスタ、および別個の複数のＮ
ＭＯＳトランジスタならびに複数のＰチャネル金属酸化膜半導体（ＰＭＯＳ）トランジス
タを具備する、イネーブルにすることと、
　前記選択されたモードに基づいて、存在する場合に前記複数の負荷部のうちの残りの負
荷部をディセーブルにすることと、
　を具備し、
　前記複数のミキサ対は可変のミキサ入力インピーダンスを有し、ミキサ対をイネーブル
およびディセーブルにすることは変化するミキサ入力インピーダンスによって受信器線形
性を増加させる、受信器を操作する方法。
【請求項２９】
　前記複数のミキサ対のうちの少なくとも１つのミキサ対をイネーブルにすることおよび
残りのミキサ対をディセーブルにすることが、高線形性モードが選択されている場合に第
１および第２ミキサ対をイネーブルにすることと、低線形性モードが選択されている場合
に前記第１ミキサ対をイネーブルにするとともに前記第２ミキサ対をディセーブルにする
ことと、を具備する、
　請求項２８の方法。
【請求項３０】
　前記複数の負荷部が第１および第２負荷部を具備し、
　前記複数の負荷部のうちの少なくとも１つの負荷部をイネーブルにすることおよび残り
の負荷部をディセーブルにすることが、高線形性モードが選択されている場合に前記第１
および第２負荷部をイネーブルにすることと、低線形性モードが選択されている場合に前
記第１負荷部をイネーブルにするとともに前記第２負荷部をディセーブルにすることと、
を具備する、
　請求項２８の方法。
【請求項３１】
　前記モードを選択することが、
　　大きな妨害信号を検出することと、
　　大きな妨害信号が検出される場合に高線形性モードを選択することと、
　　大きな妨害信号が検出されない場合に低線形性モードを選択することと、
　を具備する、
　請求項２８の方法。
【請求項３２】
　検出された動作条件に基づいて複数のモードの中からモードを選択するための手段と、
　前記選択されたモードに基づいて、複数のミキサ対のうちの少なくとも１つのミキサ対
をイネーブルにするための手段と、
　前記選択されたモードに基づいて、存在する場合に前記複数のミキサ対のうちの残りの
ミキサ対をディセーブルにするための手段と、
　前記選択されたモードに基づいて、低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）の複数の負荷部のうち
の少なくとも１つの負荷部をイネーブルにするための手段であって、前記ＬＮＡは並列接
続された複数のＮチャネル金属酸化膜半導体（ＮＭＯＳ）トランジスタ、および別個の複
数のＮＭＯＳトランジスタならびに複数のＰチャネル金属酸化膜半導体（ＰＭＯＳ）トラ
ンジスタを具備する、イネーブルにするための手段と、
　前記選択されたモードに基づいて、存在する場合に前記複数の負荷部のうちの残りの負
荷部をディセーブルにするための手段と、
　を具備する装置。
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【請求項３３】
　前記複数のミキサ対のうちの少なくとも１つのミキサ対をイネーブルにするための手段
および残りのミキサ対をディセーブルにするための手段が、
　　高線形性モードが選択されている場合に第１および第２ミキサ対をイネーブルにする
ための手段と、
　　低線形性モードが選択されている場合に前記第１ミキサ対をイネーブルにするととも
に前記第２ミキサ対をディセーブルにするための手段と、
　を具備する、
　請求項３２の装置。
【請求項３４】
　前記複数の負荷部が第１および第２負荷部を具備し、
　前記複数の負荷部のうちの少なくとも１つの負荷部をイネーブルにするための手段およ
び残りの負荷部をディセーブルにするための手段が、
　　高線形性モードが選択されている場合に前記第１および第２負荷部をイネーブルにす
るための手段と、
　　低線形性モードが選択されている場合に前記第１負荷部をイネーブルにするとともに
前記第２負荷部をディセーブルにするための手段と、
　を具備する、
　請求項３２の装置。
【請求項３５】
　前記モードを選択するための手段が、
　　大きな妨害信号を検出するための手段と、
　　大きな妨害信号が検出される場合に高線形性モードを選択するための手段と、
　　大きな妨害信号が検出されない場合に低線形性モードを選択するための手段と、
　を具備する、
　請求項３２の装置。
【請求項３６】
　少なくとも１つのコンピュータに、検出された動作条件に基づいて複数のモードの中か
らモードを選択させるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記選択されたモードに基づいて、複数のミキ
サ対のうちの少なくとも１つのミキサ対をイネーブルにさせるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記選択されたモードに基づいて、存在する場
合に前記複数のミキサ対のうちの残りのミキサ対をディセーブルにさせるためのコードと
、
　前記選択されたモードに基づいて、低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）の複数の負荷部のうち
の少なくとも１つの負荷部をイネーブルにするためのコードであって、前記ＬＮＡは並列
接続された複数のＮチャネル金属酸化膜半導体（ＮＭＯＳ）トランジスタ、および別個の
複数のＮＭＯＳトランジスタならびに複数のＰチャネル金属酸化膜半導体（ＰＭＯＳ）ト
ランジスタを具備する、イネーブルにするためのコードと、
　前記選択されたモードに基づいて、存在する場合に前記複数の負荷部のうちの残りの負
荷部をディセーブルにするためのコードと、
　を具備するコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３７】
　前記少なくとも１つのミキサ対をイネーブルにするためのコードおよび前記複数のミキ
サ対のうちの残りのミキサ対をディセーブルにするためのコードが、
　　高線形性モードが選択されている場合に第１および第２ミキサ対をイネーブルにする
ためのコードと、
　　低線形性モードが選択されている場合に前記第１ミキサ対をイネーブルにするととも
に前記第２ミキサ対をディセーブルにするためのコードと、
　を具備する、
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　請求項３６のコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、概して電子回路に関し、より具体的には無線通信用受信器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　受信器は、無線周波数（ＲＦ）被受信（受信された）信号を調整し（例えば、増幅し、
濾波し、ダウンコンバートし）、かつベースバンド信号を提供するために、様々な無線通
信システム中で広く使用されている。受信器は、典型的には、様々な線形性要件およびノ
イズ要件を満たすことを要求されている。これらの要件はいくつかの無線通信システムに
ついては厳格であり得る。受信器は、最悪の動作条件の下でその厳格な線形性要件および
ノイズ要件を満たすことを目的として、多くの無効成分（例えばインダクタ）および高バ
イアス電流とともに設計され得る。無効成分は受信器のサイズおよびコストを上げ得、高
バイアス電流は電力消費を上げ得る。これらはいずれも望ましくない。
【発明の概要】
【０００３】
　良好な線形性およびノイズ性能を有する受信器が本明細書において記述されている。一
デザインでは、受信器は、低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）および相互に結合されている出力
を有する複数のミキサ対を含んでいる。ＬＮＡはＬＮＡ入力信号を受信および増幅し、少
なくとも１つのＬＮＡ出力信号を提供する。各ミキサ対は、同相（Ｉ）成分用のミキサお
よび直交位相（Ｑ）成分用の別のミキサを含んでいる。複数のミキサ対は同じまたは相違
するサイズのトランジスタを用いて（によって）実現され、同じまたは相違する量の電流
によってバイアスされ、同じまたは相違するバイアス電圧によってバイアスされ、同じま
たは相違する信号レベルの局部発振器（ＬＯ）信号によって駆動され得る。各ミキサ対は
、イネーブルにされていると、少なくとも１つのＬＮＡ出力信号のうちの１つをダウンコ
ンバートする。各ミキサ対は、例えば複数のモードの中から選択されたモードに基づいて
、選択的にイネーブルまたはディセーブルにされ得る。
【０００４】
　一デザインでは、複数のモードは、大きな妨害信号が検出される場合に選択され得る高
線形性モード、および大きな妨害信号が検出されない場合に選択され得る低線形性モード
を含んでいる。高線形性モードについては、第１および第２ミキサ対がイネーブルにされ
得る。低線形性モードについては、第１ミキサ対がイネーブルにされ得、第２ミキサ対が
ディセーブルにされ得る。
【０００５】
　一デザインでは、ＬＮＡは入力段および出力段を含んでおり、シングルエンド型または
差動型デザインによって実現され得る。入力段はＬＮＡ入力信号を受信および増幅し、被
増幅（増幅された）信号を提供する。被増幅信号は電圧または電流のいずれかであり得る
。出力段は被増幅信号をバッファし、また少なくとも１つのＬＮＡ出力信号を提供する。
出力段は、並列接続された複数の負荷部を含んでいる。各負荷部は、例えば選択されたモ
ードに基づいて選択的にイネーブルまたはディセーブルにされ得る。各負荷部は１組のＮ
型金属酸化膜半導体（ＮＭＯＳ）トランジスタに結合されている１組のＰ型金属酸化膜半
導体（ＰＭＯＳ）トランジスタを具備し、また（または）抵抗を具備し得る。複数の負荷
部は、同じまたは相違するサイズのトランジスタによって実現され、同じまたは相違する
量の電流によってバイアスされ得る。
【０００６】
　一デザインでは、ＬＮＡは複数のＬＮＡ出力信号を提供し、各ミキサ対は、イネーブル
にされていると相違するＬＮＡ出力信号をダウンコンバートする。一デザインでは、ＬＮ
Ａは、（ｉ）第１ミキサ対のための第１ＬＮＡ出力信号を提供する第１負荷部、および（
ｉｉ）第２ミキサ対のための第２ＬＮＡ出力信号を提供する第２負荷部、を含んでいる。
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高線形性モードについては、両方の負荷部および両方のミキサ対がイネーブルにされ得る
。低線形性モードについては、第１負荷部および第１ミキサ対がイネーブルにされ得、第
２負荷部および第２ミキサ対がディセーブルにされ得る。
【０００７】
　概括的には、ＬＮＡは任意の数の負荷部を含み得、直交ダウンコンバータは任意の数の
ミキサ対を含み得る。高線形性が望まれる場合、より多くの負荷部、より多くのミキサ対
、および／またはより大きなトランジスタを有する負荷部ならびにミキサが選択され得る
。ノイズ性能を改善することを目的として線形性が必要でない場合、より少ない負荷部、
より少ないミキサ対、および／またはより小さなトランジスタを有する負荷部ならびにミ
キサが選択され得る。
【０００８】
　本開示の様々な側面および特徴は、以下に、より詳細に記述されている。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】無線装置のブロック図を示している。
【図２Ａ】ＬＮＡ入力信号スペクトルを示している。
【図２Ｂ】ＬＮＡ出力信号スペクトルを示している。
【図３】ミキサによってもたらされる負荷に対する希望信号電流およびＬＮＡの歪み電流
のプロットを示している。
【図４】ＬＮＡおよび複数のミキサ対のブロック図を示している。
【図５】ＬＮＡのデザインの概略図を示している。
【図６】ＬＮＡおよび複数のミキサ対の別のブロック図を示している。
【図７】ＬＮＡの別のデザインの概略図を示している。
【図８Ａ】ミキサのデザインの概略図を示している。
【図８Ｂ】ミキサのデザインの概略図を示している。
【図９】受信器を動作させるための工程を示している。
【詳細な説明】
【００１０】
　本明細書において記述されている受信器は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交
ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）システム、シングル・キャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シス
テム、無線ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）、放送システム、衛星測位シス
テムなどのような様々な通信システムに対して使用され得る。簡潔化のために、以下にお
いて、受信器の一部の側面はＣＤＭＡシステムについて記述されている。
【００１１】
　図１は、無線装置１００のデザインのブロック図を示している。無線装置１００は、受
信器１２０および送信器１２２を含んでいる。概して、無線装置１００は、任意の数の通
信システムおよび任意の数の周波数帯用の任意の数の送信器ならびに任意の数の受信器を
含み得る。
【００１２】
　送信器または受信器はスーパーヘテロダイン・アーキテクチャまたは直接変換アーキテ
クチャによって実現され得る。スーパーヘテロダイン・アーキテクチャでは、信号は複数
段においてＲＦとベースバンドとの間で、例えば受信器のための１段においてＲＦから中
間周波数（ＩＦ）へ、次いで別の段においてＩＦからベースバンドへ周波数変換される。
直接変換アーキテクチャ（これは、ゼロＩＦアーキテクチャとも称される）では、信号は
１段においてＲＦとベースバンドの間で周波数変換される。スーパーヘテロダインおよび
直接変換アーキテクチャは、相違する回路ブロックを使用し得、また／または相違する要
件を有し得る。図１に示されているデザインでは、受信器１２０は直接変換アーキテクチ
ャによって実現されている。
【００１３】
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　受信経路上で、アンテナ１１０は、基地局、衛星、および／または他の送信器局からダ
ウンリンク信号を受信し、またデュプレクサ１１２にＲＦ被受信（受信された）信号（受
信信号）を提供する。図１に示されているデザインでは、デュプレクサ１１２は、シング
ルエンド型ＲＦ被受信信号を差動型に変換し、またＬＮＡ１３０に差動ＬＮＡ入力信号を
提供する。ＬＮＡ１３０は、差動ＬＮＡ入力信号を増幅し、差動ＬＮＡ出力信号をＩダウ
ンコンバータ１４０およびＱダウンコンバータ１５０に提供する。ダウンコンバータ１４
０は、差動ＬＮＡ出力信号を差動Ｉ　ＬＯ生成器１６０からのＬＯ信号によってダウンコ
ンバートし、差動Ｉ被ダウンコンバート（ダウンコンバートされた）信号を提供する。低
域通過フィルタ１４２は、差動Ｉ被ダウンコンバート信号を濾波し、またデータ・プロセ
ッサ１７０に差動Ｉベースバンド信号（Ｉｂｂ）を提供する。同様に、ダウンコンバータ
１５０は、差動ＬＮＡ出力信号をＬＯ生成器１６０からの差動Ｑ　ＬＯ信号によってダウ
ンコンバートし、差動Ｑ被ダウンコンバート信号を提供する。低域通過フィルタ１５２は
、差動Ｑ被ダウンコンバート信号を濾波し、またデータ・プロセッサ１７０に差動Ｑベー
スバンド信号（Ｑｂｂ）を提供する。
【００１４】
　ＬＯ生成器１６０は、ダウンコンバータ１４０用のＩ　ＬＯ信号およびダウンコンバー
タ１５０用のＱ　ＬＯ信号を生成する。ＬＯ生成器１６０は、１または複数の電圧制御発
振器（ＶＣＯ）、位相ロック・ループ（ＰＬＬ）、基準発振器、分周器、バッファなどを
含み得る。
【００１５】
　図１は例示的な受信器デザインを示している。概して、受信器中の信号の調整は１また
は複数のアンプ、フィルタ、ダウンコンバータなどによって実行され得る。これらの回路
ブロックはシングルエンド型信号または差動信号に対して動作し得る。これらの回路ブロ
ックは、図１に示されている構成とは異なって配置されていてもよい。さらに、図１にお
いて示されていない他の回路ブロックが、受信器中の信号を調整するために使用され得る
。受信器の全体または一部は、１または複数のＲＦ集積回路（ＲＦＩＣ）、アナログＩＣ
、混合信号ＩＣ等上で実現され得る。例えば、ＬＮＡ１３０およびダウンコンバータ１４
０ならびに１５０は、ＲＦＩＣ上で実現され得る。
【００１６】
　送信経路上で、データ・プロセッサ１７０は、送信されるデータを処理し、送信器１２
２にアナログＩ信号およびＱ信号を提供する。送信器１２２は、アナログＩ信号およびＱ
信号を処理し（例えば、増幅し、濾波し、アップコンバートし）てＲＦ送信信号を生成す
る。ＲＦ送信信号は、デュプレクサ１１２によってルーティングされ、アンテナ１１０に
よって送信される。
【００１７】
　データ・プロセッサ１７０は、データ送受信および他の機能のための各種処理ユニット
を含み得る。例えば、データ・プロセッサ１７０は、アナログ・ディジタル変換器（ＡＤ
Ｃ）、ディジタル・アナログ変換器（ＤＡＣ）、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、
縮小命令セット型コンピュータ（ＲＩＳＣ）プロセッサ、中央処理装置（ＣＰＵ）などを
含み得る。コントローラ／プロセッサ１８０は、無線装置１００における動作を制御し得
る。メモリ１８２は、無線装置１００のためのプログラム・コードおよびデータを格納し
得る。データ・プロセッサ１７０、コントローラ／プロセッサ１８０、および／またはメ
モリ１８２は、１または複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）ならびに／あるいは他
のＩＣ上で実現され得る。
【００１８】
　図２Ａは、ＬＮＡ１３０に提供されるＬＮＡ入力信号のスペクトルを示している。図２
Ａに示されているように、ＬＮＡ入力信号は、受信周波数ｆＲＸにおける希望信号２１２
、周波数ｆＪにおける妨害信号２１４、および送信周波数ｆＴＸにおけるＴＸ漏れ信号２
１６を含み得る。妨害信号は、希望信号に周波数において接近している、大きい振幅の不
要信号である。妨害信号は、同じ領域内で動作する別の通信システムに由来し得る。希望
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信号および妨害信号は、アンテナ１１０によって提供されるＲＦ被受信信号に含まれてお
り得る。ＴＸ漏れ信号は、送信器１２２からデュプレクサ１１２を介してＬＮＡ１３０に
結合または漏れているＲＦ送信信号の一部である。ＴＸ漏れの量は、デュプレクサ１１２
の送信ポートと受信ポートとの間の分離の量に依存する。ＲＦ送信信号はＲＦ被受信信号
よりはるかに大きいものであり得る。したがって、ＴＸ漏れ信号は、デュプレクサ１１２
の送信ポートと受信ポートとの間の良好な分離があったとしても希望信号よりはるかに大
きいものであり得る。
【００１９】
　図２Ｂは、ＬＮＡ１３０によって提供されるＬＮＡ出力信号のスペクトルを示している
。ＬＮＡ１３０の非線形性は、ＴＸ漏れ信号２１６に対する変調を狭帯域妨害信号２１４
に移す可能性がある。このことは、妨害信号のまわりの広げられたスペクトル２１８につ
ながる。スペクトルが広くなることは相互変調または混変調と称される。図２Ｂに示され
ているように、広げられたスペクトル２１８の一部２２０は希望信号帯域以内にある。部
分２２０（これは陰影によって示されている）は、無線装置の性能を悪化させる余計なノ
イズとして作用する。このノイズはまた、受信器感度を悪化させ、その結果、受信器によ
って確実に検出されることが可能な最小希望信号がより大きな振幅を有さなければならな
いだろう。
【００２０】
　良好な受信器の性能は相互変調（ＩＭ）歪みを低く維持することによって得られ得る。
線形性の高い受信器は、多くのオンチップ・インダクタを使用することによって低いＩＭ
歪を達成することが可能である。しかしながら、オンチップ・インダクタは大きなシリコ
ン領域を占領し、このことはダイのコストを上げる。したがって、オンチップ・インダク
タの使用を最小化することが望ましい。ＬＮＡ１３０は、負荷としてオンチップ・インダ
クタの代わりにトランジスタを使用することができる。しかしながら、負荷トランジスタ
は過度のＩＭ歪を生成し得、このことは、ＣＤＭＡおよび他の高性能システムの厳格な線
形性要件を満たすことを困難にし得る。
【００２１】
　一側面では、ＬＮＡ１３０に提供されている外部負荷は、良好な性能を達成するために
、動作条件に基づいて変えられ得る。ＬＮＡ１３０は、内部負荷としてＰＭＯＳトランジ
スタを使用し、また低電源電圧（例えば１．３ボルト）で動作し得る。ＰＭＯＳトランジ
スタは、より小さなダイ領域ゆえにオンチップ・インダクタよりも好ましいものであり得
、低い供給（supply）ヘッドルームゆえに抵抗よりも好ましいものであり得る。ＰＭＯＳ
トランジスタに起因する歪みは、厳格な線形性要件を満たすために外部負荷を変化させる
ことによって対抗され得る。
【００２２】
　歪みは、ＬＮＡ１３０の負荷ともＬＮＡ１３０の入力段とも関係し得る。ＬＮＡ負荷に
よって生成された歪みは例えばＰＭＯＳトランジスタに起因し得、ＬＮＡ１３０からの出
力電流は出力電圧の関数として以下のように表現され得る。
【数１】

【００２３】
ここで、
ＶｏｕｔはＬＮＡ１３０によって提供される出力電圧であり、
ｉｏｕｔはＬＮＡ１３０によって提供される出力電流であり、
ｇ１、ｇ２、およびｇ３はＬＮＡ１３０の線形性を定義する係数である。
【００２４】
等式（１）は、ｇ１、ｇ２、およびｇ３とは異なる係数を使用して、ＬＮＡ１３０につい
ての入力電圧Ｖｉｎの関数として書き直されることが可能である。
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【００２５】
　ＬＮＡ出力電圧は次のように表現され得る。
【数２】

【００２６】
ここで、
Ｖｄｅｓｉｒｅｄは周波数ωｄｅｓｉｒｅｄ（ラジアン／秒）での希望信号電圧であり、
ＶＴＸは周波数ωＴＸ１およびωＴＸ２でのＴＸ漏れ信号電圧であり、
ＶＪは周波数ωＪでの妨害信号電圧である。
【００２７】
ωＴＸ１およびωＴＸ２でのＴＸ漏れ成分は被変調（変調された）ＴＸ漏れを表わし得る
。
【００２８】
　ＬＮＡ出力電流は、周波数ωＴＸ１－ωＴＸ２＋ωＪにおいて、希望電流および相互変
調または混変調歪（ＣＭＤ）の電流を含んでいる。混変調歪（ＣＭＤ）が主要な興味対象
（main interest）である。なぜなら、被変調ＴＸ漏れが考慮される場合、混変調歪が図
２Ｂ中の広げられたスペクトル２１８を含んでいるからである。ＣＭＤについての電流（
これは、トリプル・ビート電流（triple beat current）とも称される）は、次のように
表現され得る。
【数３】

【００２９】
ここで、
ｉＴＸはＴＸ漏れ信号電流であり、ｉＪは妨害信号電流であり、ｉＣＭＤはＣＭＤ電流で
あり、α＝ｉＴＸ／ｉＪはＬＮＡ１３０についての無線通信規格によって規定されている
不変の比率であり、ＺｍｉｘｅｒはＬＮＡ１３０の出力によって観察される外部負荷であ
る。
【００３０】
　図１に示されているデザインでは、ＬＮＡ１３０の外部負荷はダウンコンバータ１４０
および１５０の入力インピーダンスと等しい。したがって、「外部負荷」および「ミキサ
入力インピーダンス」という用語は、本明細書において可換的に使用されている。
【００３１】
　等式（３）は、外部負荷がＬＮＡ１３０の内部負荷を支配するとしている。これは、カ
スケード構成の場合に多い。例えば、ミキサ入力インピーダンスは１００オーム未満であ
り得、他方、ＬＮＡ内部負荷は１キロ・オーム以上であり得る。
【００３２】
　等式（３）に示されているように、ＣＭＤ電流の量は、妨害信号電流の量およびミキサ
入力インピーダンスＺｍｉｘｅｒに依存する。さらに、ＣＭＤ電流はＺｍｉｘｅｒの３乗
に比例する。したがって、Ｚｍｉｘｅｒが因数２だけ減じられると、ＣＭＤ電流は因数８
だけ減じられる。したがって、ＣＭＤ電流の量は、Ｚｍｉｘｅｒを変化させることによっ
て制御され得る。
【００３３】
　図３は、ミキサ入力インピーダンスＺｍｉｘｅｒに対する希望信号電流ｉｄｅｓｉｒｅ
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ｄのプロット３１０およびＣＭＤ電流ｉＣＭＤのプロット３１２を示している。垂直軸は
電流を対数目盛で示しており、水平軸はＺｍｉｘｅｒを均等目盛で示している。希望信号
電流は１：１スロープを有しており、Ｚｍｉｘｅｒが因数２だけ減じられると６ｄＢだけ
減少する。ＣＭＤ電流は３：１スロープを有しており、Ｚｍｉｘｅｒが因数２だけ減じら
れると１８ｄＢだけ減少する。したがって、Ｚｍｉｘｅｒが減じられると、ＣＭＤ電流は
希望信号電流よりはるかに速い速さで低下する。
【００３４】
　図４は、ダウンコンバータ１４０ａおよび１５０ａならびにＬＯ生成器１６０のデザイ
ンのブロック図を示している。ダウンコンバータ１４０ａおよび１５０ａは、可変の入力
インピーダンスを有し、それぞれ図１中のダウンコンバータ１４０および１５０の一デザ
インである。
【００３５】
　図４に示されているデザインにおいて、ダウンコンバータ１４０ａは、第２Ｉミキサ４
４２と並列結合（接続）されている第１Ｉミキサ４４０を含んでいる。ダウンコンバータ
１５０ａは、第２Ｑミキサ４５２と並列結合されている第１Ｑミキサ４５０を含んでいる
。ＬＯ生成器１６０は、ＬＯ信号生成器４５８および４つのバッファ４６０、４６２、４
７０、および４７２を含んでいる。生成器４５８はＩ　ＬＯ信号およびＱ　ＬＯ信号を生
成する。バッファ４６０および４６２は、Ｉ　ＬＯ信号を受信およびバッファし、第１お
よび第２Ｉ　ＬＯ信号をミキサ４４０および４４２にそれぞれ提供する。バッファ４７０
および４７２は、Ｑ　ＬＯ信号を受信およびバッファし、第１および第２Ｑ　ＬＯ信号を
ミキサ４５０および４５２にそれぞれ提供する。
【００３６】
　ミキサ４４０は、イネーブルにされていると、ＬＮＡ出力信号をバッファ４６０からの
第１Ｉ　ＬＯ信号でダウンコンバートし、第１Ｉ被ダウンコンバート信号を提供する。ミ
キサ４４２は、イネーブルにされていると、ＬＮＡ出力信号をバッファ４６２からの第２
Ｉ　ＬＯ信号でダウンコンバートし、第２Ｉ被ダウンコンバート信号を提供する。第１お
よび第２　Ｉ被ダウンコンバート信号は合算され、フィルタ１４２に提供される。ミキサ
４５０は、イネーブルにされていると、ＬＮＡ出力信号をバッファ４７０からの第１Ｑ　
ＬＯ信号でダウンコンバートし、第１Ｑ被ダウンコンバート信号を提供する。ミキサ４５
２は、イネーブルにされていると、ＬＮＡ出力信号をバッファ４７２からの第２Ｑ　ＬＯ
信号でダウンコンバートし、第２Ｑ被ダウンコンバート信号を提供する。第１および第２
　Ｑ被ダウンコンバート信号は合算され、フィルタ１５２に提供される。ミキサ４４０お
よび４４２は、それぞれ、それらのバイアス電流Ｂｉａｓ＿Ｉ１およびＢｉａｓ＿Ｉ２を
制御することによってイネーブルまたはディセーブルにされ得る。ミキサ４５０および４
５２は、それぞれ、それらのバイアス電流Ｂｉａｓ＿Ｑ１およびＢｉａｓ＿Ｑ２を制御す
ることによってイネーブルまたはディセーブルにされ得る。
【００３７】
　一デザインでは、ミキサ４４０および４４２は同じサイズのトランジスタによって実現
される。別デザインでは、ミキサ４４０および４４２は相違するサイズのトランジスタに
よって実現される。例えば、ミキサ４４０はより小さなトランジスタによって実現され得
、ミキサ４４２はより大きなトランジスタによって実現され得る。一デザインでは、ミキ
サ４４０および４４２は、イネーブルにされている際、同じ量の電流および／または同じ
バイアス電圧によってバイアスされる。別デザインでは、ミキサ４４０および４４２は、
イネーブルにされている際、相違する量の電流および／または相違するバイアス電圧によ
ってバイアスされる。例えば、ミキサ４４０は、イネーブルにされている際、より少ない
電流またはより低いバイアス電圧によってバイアスされ得、ミキサ４４２は、イネーブル
にされている際、より多い電流またはより高いバイアス電圧によってバイアスされ得る。
一デザインでは、ミキサ４４０および４４２は同様の信号レベルのＬＯ信号によって駆動
される。別デザインでは、ミキサ４４０および４４２は相違する信号レベルのＬＯ信号に
よって駆動される。例えば、ミキサ４４０はより小さなＬＯ信号によって駆動され得、ミ
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キサ４４２はより大きなＬＯ信号によって駆動され得る。同様に、ミキサ４５０および４
５２は同じまたは相違するサイズのトランジスタによって実現され得、イネーブルにされ
ている際に同じまたは相違する量の電流および同じまたは相違するバイアス電圧によって
バイアスされ得、同様または相違する信号レベルのＬＯ信号によって駆動され得る。ＬＯ
バッファ４６０、４６２、４７０、および４７２は、それぞれ、ミキサ４４０、４４２、
４５０、および４５２のトランジスタ・サイズに従ってスケールされ得る。
【００３８】
　ミキサ入力インピーダンスＺｍｉｘｅｒは複数のやり方で変えられ得る。一デザインで
は、Ｚｍｉｘｅｒは、Ｉ経路については、ミキサ４４０、ミキサ４４２、または両方のミ
キサ４４０および４４２を選択することによって変えられ得る。より低いＺｍｉｘｅｒは
、より大きなトランジスタを有する１または複数のミキサを選択すること等によってより
多くのミキサをイネーブルにすることによって得られ得る。別デザインでは、Ｚｍｉｘｅ

ｒは、選択されたミキサのバイアス条件を調整することによって変えられ得る。より低い
Ｚｍｉｘｅｒは、より高いバイアス電圧によって得られ得る。さらなる別デザインでは、
ＺｍｉｘｅｒはＬＯ信号の信号レベルを調整することによって変えられ得る。これは、バ
ッファ４６０および４６２のためのＶＤＤ電源電圧を変えること等によってＬＯバッファ
４６０および４６２を変化させることによって（例えばバッファ４６０および４６２中の
より多くの段をイネーブルにすることによって）達成され得る。より低いＺｍｉｘｅｒは
、より大きなＬＯ信号レベルによって得られ得る。
【００３９】
　一デザインでは、高線形性モードと低線形性モードがサポートされ得る。高線形性モー
ドは大きな妨害信号および／または高いＴＸ漏れが検出される場合に選択され得る。ダウ
ンコンバータ１４０および１５０は、高線形性モードにおいてＬＮＡ１３０にとっての低
いＺｍｉｘｅｒを得るために、表１に示されているように動作させられ得る。このことは
、ＰＭＯＳトランジスタ負荷の歪みが減じられるように、ＬＮＡ出力での信号スイングを
減じ得る。低線形性モードは大きな妨害信号および／または高いＴＸ漏れが検出されない
場合に選択され得る。ダウンコンバータ１４０および１５０は、低線形性モードにおいて
ＬＮＡ１３０にとってのより高いＺｍｉｘｅｒを得るために、表１に示されているように
動作させられ得る。このことは、ＬＮＡ１３０によって示される寄生容量を減じ得る。こ
のことは、受信器の全体的なノイズ指数を改善し得る。
【表１】

【００４０】
　別の側面では、ＬＮＡ１３０の内部負荷は、良好な性能を達成するために、動作条件に
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よって変えられ得る。ＬＮＡ１３０の内部負荷は複数の部分に分割され得る。これらの部
分は、大きな妨害信号および／または高いＴＸ漏れが検出されているかに基づいて、選択
的にイネーブルにされ得る。
【００４１】
　図５は、ＬＮＡ１３０ａの概略図を示している。これは、図１および図４中のＬＮＡ１
３０の一デザインである。ＬＮＡ１３０ａは、信号増幅をもたらす入力段５１０と、入力
段５１０のための能動負荷をもたらす出力段５２０と、を含んでいる。入力段５１０にお
いて、ＮＭＯＳトランジスタ５１２ａは、ソースをインダクタ５１４ａの一端に結合され
ており、ゲートがＬＮＡ入力信号Ｖｉｎｐを受信し、ドレインをノードＡｐに結合されて
いる。ＮＭＯＳトランジスタ５１２ｂは、ソースをインダクタ５１４ｂの一端に結合され
ており、ゲートが相補ＬＮＡ入力信号Ｖｉｎｎを受信し、ドレインをノードＡｎに結合さ
れている。インダクタ５１４ａおよび５１４ｂの他端は回路グランドに結合されている。
ＮＭＯＳトランジスタ５１２ａおよび５１２ｂは差動ＬＮＡ入力信号ＶｉｎｐおよびＶｉ

ｎｎに対する信号増幅をもたらす。ＮＭＯＳトランジスタ５１２ａおよび５１２ｂのバイ
アス電圧、バイアス電流、およびサイズは、入力段５１０について所望の利得および線形
性を得るように選択され得る。インダクタ５１４ａおよび５１４ｂは、ＮＭＯＳトランジ
スタ５１２ａおよび５１２ｂのためのソース・デジェネレーションをもたらし、またＮＭ
ＯＳトランジスタ５１２ａおよび５１２ｂのゲートを見た（looking into）際のインピー
ダンス整合をもたらし得る。
【００４２】
　出力段５２０は第１負荷部５２４および第２負荷部５２６を含んでいる。出力段５２０
において、ＮＭＯＳトランジスタ５３２ａおよび５３４ａは、並列結合されており、ソー
スをノードＡｐに結合されており、ゲートがＶｂｉａｓｎ１およびＶｂｉａｓｎ２バイア
ス電圧をそれぞれ受け取り、およびドレインをノードＢｐに結合されている。ＰＭＯＳト
ランジスタ５４２ａおよび５４４ａも、並列結合されており、ソースをＶＤＤ電源電圧に
結合されており、ゲートがＶｂｉａｓｐ１およびＶｂｉａｓｐ２バイアス電圧をそれぞれ
受け取り、ドレインをノードＢｐに結合されている。ＮＭＯＳトランジスタ５３２ｂおよ
び５３４ｂは並列結合されており、ソースをノードＡｎに結合されており、ゲートがＶｂ

ｉａｓｎ１およびＶｂｉａｓｎ２バイアス電圧をそれぞれ受け取り、ドレインをノードＢ
ｎに結合されている。ＰＭＯＳトランジスタ５４２ｂおよび５４４ｂも、並列結合されて
おり、ソースをＶＤＤ電源電圧に結合されており、ゲートがＶｂｉａｓｐ１およびＶｂｉ

ａｓｐ２バイアス電圧をそれぞれ受け取り、ドレインをノードＢｎに結合されている。Ｎ
ＭＯＳトランジスタ５３２ａ、５３２ｂ、５３４ａ、および５３４ｂは、ＮＭＯＳトラン
ジスタ５１２ａおよび５１２ｂのための負荷分離をもたらす。ＰＭＯＳトランジスタ５４
２ａ、５４２ｂ、５４４ａ、および５４４ｂは、入力段５１０のための能動負荷を提供す
る。Ｖｂｉａｓｎ１およびＶｂｉａｓｎ２バイアス電圧は、ＮＭＯＳトランジスタ５３２
ａ、５３４ａ、５３２ｂ、および５３４ｂを所望の動作点でバイアスするように選択され
得る。Ｖｂｉａｓｐ１およびＶｂｉａｓｐ２バイアス電圧は、ＰＭＯＳトランジスタ５４
２ａ、５４４ａ、５４２ｂ、および５４４ｂを所望の動作点でバイアスするように選択さ
れ得る。
【００４３】
　ＬＮＡ１３０ａは１つの差動ＬＮＡ出力信号ＶｏｕｔｐおよびＶｏｕｔｎを生成する。
ＭＯＳトランジスタ５３２ａ、５３４ａ、５４２ａ、および５４４ａのドレインが、Ｖｏ

ｕｔｐ信号を提供する。ＭＯＳトランジスタ５３２ｂ、５３４ｂ、５４２ｂ、および５４
４ｂのドレインが、Ｖｏｕｔｎ信号を提供する。
【００４４】
　図５に示されているデザインでは、ＭＯＳトランジスタ５３２ａ、５３２ｂ、５４２ａ
、および５４２ｂは１のサイズを有し、ＭＯＳトランジスタ５３４ａ、５３４ｂ、５４４
ａ、および５４４ｂはＫのサイズを有する。図５に示されていない別のデザインでは、Ｍ
ＯＳトランジスタは全て同じサイズを有する。
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【００４５】
　出力段５２０の第１負荷部５２４は、ＭＯＳトランジスタ５３２ａ、５３２ｂ、５４２
ａ、および５４２ｂを含んでいる。出力段５２０の第２負荷部５２６はＭＯＳトランジス
タ５３４ａ、５３４ｂ、５４４ａ、および５４４ｂを含んでいる。第１負荷部５２４は、
ＭＯＳトランジスタ５３２ａ、５３２ｂ、５４２ａ、および５４２ｂのための適切なＶｂ

ｉａｓｎ１およびＶｂｉａｓｐ１バイアス電圧を提供することによってイネーブルにされ
得る。第２負荷部５２６は、ＭＯＳトランジスタ５３４ａ、５３４ｂ、５４４ａ、および
５４４ｂのための適切なＶｂｉａｓｎ２およびＶｂｉａｓｐ２バイアス電圧を提供するこ
とによってイネーブルにされ得る。
【００４６】
　高線形性モードでは、より大きなＭＯＳトランジスタを有する第２負荷部５２６が、ま
たは第１負荷部５２４および第２負荷部５２６の両方が、低い歪みを達成するためにイネ
ーブルにされ得る。低線形性モードでは、より小さなＭＯＳトランジスタを有する第１負
荷部５２４のみが、低ノイズ指数を達成するためにイネーブルにされ得る。
【００４７】
　図５は、ＬＮＡ１３０の例示的デザインを示している。ＬＮＡは他のデザインによって
実現されてもよい。
【００４８】
　さらに別の側面では、ＬＮＡ１３０の内部および外部負荷の両方が、良好な性能を達成
するために、動作条件に基づいて変えられ得る。これは、内部負荷を複数の部分に分割す
ることによって、および外部負荷を複数の部分に分割することによっても達成され得る。
内部および外部負荷の複数の部分は、大きい妨害信号および／または高いＴＸ漏れが検出
されるかに基づいて選択的にイネーブルにされ得る。
【００４９】
　図６は、ＬＮＡ１３０ｂ、および可変入力インピーダンスを有するダウンコンバータ１
４０ｂならびに１５０ｂのデザインのブロック図を示している。ＬＮＡ１３０ｂは図１中
のＬＮＡ１３０の別のデザインである。ダウンコンバータ１４０ｂおよび１５０ｂは、そ
れぞれ、図１中のダウンコンバータ１４０および１５０の別のデザインである。
【００５０】
　図６に示されているデザインにおいて、ＬＮＡ１３０ｂはＬＮＡ入力信号を受信し、第
１および第２ＬＮＡ出力信号を提供する。ダウンコンバータ１４０ｂは、第２Ｉミキサ６
４２と並列結合されている第１Ｉミキサ６４０を含んでいる。ダウンコンバータ１５０ｂ
は、第２Ｑミキサ６５２と並列接続されている第１Ｑミキサ６５０を含んでいる。ミキサ
６４０は、イネーブルにされていると、第１ＬＮＡ出力信号をバッファ４６０からの第１
Ｉ　ＬＯ信号でダウンコンバートし、第１Ｉ被ダウンコンバート信号を提供する。ミキサ
６４２は、イネーブルにされていると、第２ＬＮＡ出力信号をバッファ４６２からの第２
Ｉ　ＬＯ信号でダウンコンバートし、第２Ｉ被ダウンコンバート信号を提供する。第１お
よび第２Ｉ被ダウンコンバート信号は合算され、フィルタ１４２に提供される。ミキサ６
５０は、イネーブルにされていると、第１ＬＮＡ出力信号をバッファ４７０からの第１Ｑ
　ＬＯ信号でダウンコンバートし、第１Ｑ被ダウンコンバート信号を提供する。ミキサ６
５２は、イネーブルにされていると、第２ＬＮＡ出力信号をバッファ４７２からの第２Ｑ
　ＬＯ信号でダウンコンバートし、第２Ｑ被ダウンコンバート信号を提供する。第１およ
び第２Ｑ被ダウンコンバート信号は合算され、フィルタ１５２に提供される。
【００５１】
　図７は、図６中のＬＮＡ１３０ｂのデザインの概略図を示している。ＬＮＡ１３０ｂは
、図５中のＬＮＡ１３０ａに回路部品を全て含んでおり、以下が異なる。出力段５２２は
第１負荷部５２４および第２負荷部５２６を含んでいる。第１負荷部５２４において、Ｍ
ＯＳトランジスタ５３２ａおよび５４２ａのドレインは、ノードＢｐに結合されており、
Ｖｏｕｔｐ１信号を提供する。ＭＯＳトランジスタ５３２ｂおよび５４２ｂのドレインは
、ノードＢｎに結合されており、Ｖｏｕｔｎ１信号を提供する。第２負荷部５２６におい
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て、ＭＯＳトランジスタ５３４ａおよび５４４ａのドレインは、ノードＣｐに結合されて
おり、Ｖｏｕｔｐ２信号を提供する。ＭＯＳトランジスタ５３４ｂおよび５４４ｂのドレ
インは、ノードＣｎに結合されており、Ｖｏｕｔｎ２信号を提供する。第１ＬＮＡ出力信
号はＶｏｕｔｐ１とＶｏｕｔｎ１とからなる。第２ＬＮＡ出力信号はＶｏｕｔｐ２とＶｏ

ｕｔｎ２とからなる。
【００５２】
　図６および図７に示されているデザインでは、出力段中の負荷部は各々１つのＬＮＡ出
力信号を生成し、１つのＬＮＡ出力信号は１つのミキサ対を駆動する。具体的には、第１
負荷部５２４からの第１ＬＮＡ出力信号Ｖｏｕｔｐ１およびＶｏｕｔｎ１は第１ミキサ対
６４０および６５０を駆動する。第２負荷部５２６からの第２ＬＮＡ出力信号Ｖｏｕｔｐ

２およびＶｏｕｔｎ２は第２ミキサ対６４２および６５２を駆動する。
【００５３】
　一デザインでは、ＬＮＡ１３０ｂの第１および第２負荷部および第１および第２ミキサ
対は、高線形性モードにおいてイネーブルにされる。別デザインでは、高線形性モードに
おいて、より大きなＭＯＳトランジスタを有するＬＮＡ１３０ｂの第２負荷部、およびよ
り大きなＭＯＳトランジスタを有する第２ミキサ対６４２ならびに６５２のみがイネーブ
ルにされる。どちらのデザインについても、より低い負荷インピーダンスがＬＮＡ１３０
ｂのために提供され得る。このことは、ＬＮＡ出力での信号スイングを減じ、また、ＰＭ
ＯＳトランジスタの歪みを減じ得る。
【００５４】
　一デザインでは、低線形性モードにおいて、ＬＮＡ１３０ｂのより小さなＭＯＳトラン
ジスタを有する第１負荷部、およびより小さなＭＯＳトランジスタを有する第１ミキサ対
６４０および６５０のみがイネーブルにされる。イネーブルにされているミキサは、ＬＮ
Ａ１３０ｂによって与えられる、より高い入力インピーダンスおよびより少ない寄生容量
を観察し、このことは、全体的なノイズ指数を改善し得る。さらに、ＬＮＡ１３０ｂの内
部負荷の一部がディセーブルにされているので、ＬＮＡによって寄与されるノイズが減じ
られる。
【００５５】
　コンピュータ・シミュレーションは、同じＬＮＡ利得を有する出力段の一部についてＰ
ＭＯＳトランジスタをディセーブルにすることによって、ノイズ指数における改善を示す
。出力段の一部をディセーブルにすることは、低線形性モードにおいて実現可能であり得
る。なぜなら、より低いバイアス電流が使用されており、イネーブルにされているＰＭＯ
Ｓトランジスタが、低い供給電圧の場合でさえ適切な飽和電圧Ｖｄｓａｔで動作可能だか
らである。
【００５６】
　低線形性モードでは、ＬＮＡ１３０ｂの寄生容量はより小さい。なぜなら、出力段の１
つの負荷部のみがイネーブルにされているからである。相応して、ＬＮＡ１３０ｂとミキ
サ６４０および６５０との間の交流結合キャパシタがスケールされ得る。また、１つのミ
キサ対６４０および６５０のみがイネーブルにされているので、ミキサ入力での全体的な
入力容量Ｃｐａｒが減じられ得る。このより低いミキサ入力容量は全体的な受信器ノイズ
指数を改善し得る。
【００５７】
　図８Ａは、ミキサ８００のデザインの概略図を示している。これは、図４中の各ミキサ
４４０、４４２、４５０、および４５２、ならびに図６中の各ミキサ６４０、６４２、６
５０、および６５２のために使用され得る。
【００５８】
　ミキサ８００において、ＮＭＯＳトランジスタ８１２および８１４は、第１差動対を形
成し、ソース同士を結合されており、ゲートがキャパシタ８１６および８３６を介してＬ
Ｏ信号ＶＬＯｐおよびＶＬＯｎをそれぞれ受け取り、ドレインが差動ミキサ出力信号Ｉｍ

ｉｘｅｒｐおよびＩｍｉｘｅｒｎを提供する。ＮＭＯＳトランジスタ８３２および８３４
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は、第２差動対を形成し、ソース同士を結合されており、ゲートがキャパシタ８３６およ
び８１６を介してＬＯ信号ＶＬＯｎおよびＶＬＯｐをそれぞれ受け取り、ドレインがＩｍ

ｉｘｅｒｐおよびＩｍｉｘｅｒｎ信号をそれぞれ提供する。キャパシタ８１０は、ＬＮＡ
１３０からＩｏｕｔｐ信号を受け取る一端、およびＮＭＯＳトランジスタ８１２および８
１４のソースに結合されている他端を有する。キャパシタ８３０は、ＬＮＡ１３０からＩ

ｏｕｔｎ信号を受け取る一端、およびＮＭＯＳトランジスタ８３２および８３４のソース
に結合されている他端を有する。ＩｏｕｔｐおよびＩｏｕｔｎ信号は、図４中のＶｏｕｔ

ｐおよびＶｏｕｔｎ信号、図６中のＶｏｕｔｐ１およびＶｏｕｔｎ１信号、または図６中
のＶｏｕｔｐ２とＶｏｕｔｎ２信号に相当し得る。
【００５９】
　キャパシタ８１６は、ＶＬＯｐＬＯ信号を受け取る一端、およびＮＭＯＳトランジスタ
８１２および８３４のゲートに結合されている他端を有する。キャパシタ８３６は、ＶＬ

ＯｎＬＯ信号を受け取る一端、およびＮＭＯＳトランジスタ８１４および８３２のゲート
に結合されている他端を有する。ＶＬＯｐおよびＶＬＯｎＬＯ信号は図４中のバッファ４
６０、４６２、４７０、または４７２、あるいは図６中のバッファ６６０、６６２、６７
０、または６７２からの差動ＬＯ信号に相当し得る。
【００６０】
　抵抗８１８および８３８は、Ｖｂ１バイアス電圧に結合されている一端、およびＮＭＯ
Ｓトランジスタ８１２および８１４のゲートにそれぞれ結合されている他端を有する。抵
抗８２２および８２４は、Ｖｂ２バイアス電圧に結合されている一端、およびＮＭＯＳト
ランジスタ８１２および８１４のドレインにそれぞれ結合されている他端を有する。抵抗
８４２および８４４は、Ｖｂ２バイアス電圧に結合されている一端、およびＮＭＯＳトラ
ンジスタ８３２および８３４のドレインにそれぞれ結合されている他端を有する。
【００６１】
　図８Ｂは、ミキサ８０２のデザインの概略図を示している。これも、図４中の各ミキサ
４４０、４４２、４５０、および４５２、ならびに図６中の各ミキサ６４０、６４２、６
５０、および６５２のために使用され得る。ミキサ８０２は、図８Ａ中のミキサ８００中
の回路素子を全て含んでいる。ミキサ８０２は、さらにＩｏｕｔｐおよびＩｏｕｔｎ信号
の各々のための入力電流バッファを含んでいる。Ｉｏｕｔｐ信号のための入力電流バッフ
ァは、ＰＭＯＳトランジスタ８５４から構成されているＰＭＯＳ負荷と直列結合されてい
るＮＭＯＳトランジスタ８５２から構成されている入力段を含んでいる。Ｉｏｕｔｎ信号
のための入力電流バッファは、ＰＭＯＳトランジスタ８６４から構成されているＰＭＯＳ
負荷と直列結合されているＮＭＯＳトランジスタ８６２から構成されている入力段を含ん
でいる。入力電流バッファは、ＰＭＯＳ入力段およびＮＭＯＳ負荷によって実現されても
よい。Ｖｂ３バイアス電圧は、ＮＭＯＳトランジスタ８５２および８６２のバイアス電流
および入力インピーダンスを調整するために使用され得る。Ｖｂ４バイアス電圧は、ＰＭ
ＯＳトランジスタ８５４および８６４のためのバイアス電圧を調整するために使用され得
る。
【００６２】
　図８Ａおよび図８Ｂは、ミキサ８００および８０２の２つの例示的なデザインをそれぞ
れ示している。ミキサは他のデザインによって実現されてもよい。
【００６３】
　図１、図４、および図６に示されているように、低域フィルタ１４２および１５２は、
それぞれダウンコンバータ１４０および１５０からのＩおよびＱ被ダウンコンバート信号
を濾波し得る。一デザインでは、各低域フィルタは、送信低域フィルタを含んでおり、ベ
ースバンド・フィルタが続く。送信低域フィルタは希望信号を通過させたりＴＸ漏れ信号
を減じたりし得る。送信低域フィルタの帯域幅は、通過帯域応答に影響することを避ける
ために希望信号帯域幅よりはるかに広いものであり得る。ベースバンド・フィルタは希望
信号の帯域幅に一致し得る。
【００６４】
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　上記のデザインにおいては、ＬＮＡの内部負荷は２つの負荷部に分割され、２つのＩ－
Ｑミキサ対が直交ダウンコンバータのために使用されている。概括的には、ＬＮＡの内部
負荷は任意の数の負荷部に分割され得る。これらの複数の負荷部は同じまたは相違するト
ランジスタ・サイズによって実現され、同じまたは相違する量の電流によってバイアスさ
れ、同じまたは相違するバイアス電圧によってバイアスされ得る。直交ダウンコンバータ
も、任意の数のＩ－Ｑミキサ対によって実現され得る。これらの複数のＩ－Ｑミキサ対は
同じまたは相違するトランジスタ・サイズによって実現され、同じまたは相違する量の電
流によってバイアスされ、同じまたは相違するバイアス電圧によってバイアスされ、同じ
または相違する信号レベルのＬＯ信号によって駆動され得る。
【００６５】
　概括的には、どのような数のモードがサポートされてもよい。各モードはある動作条件
を目的として選択され得る。動作条件は、妨害信号強度、ＴＸ漏れ信号強度、および／ま
たは他のパラメータによって定量化され得る。各モードは、１または複数の負荷部および
１または複数のＩ－Ｑミキサ対にも関連付けられ得る。適切なモードは、検出された動作
条件に基づいて選択され得る。選択されたモードについての１または複数の負荷部および
１または複数のＩ－Ｑミキサ対は、良好な性能を達成するようにイネーブルにされるとと
もに使用され得る。したがって、ＬＮＡ負荷は、動作条件に従って（例えば妨害信号強度
、ＴＸ漏れ信号強度などに従って）切り替えられ得る。
【００６６】
　妨害信号は様々な方法で検出され得る。一デザインでは、被ダウンコンバート信号の電
力は、ベースバンド・フィルタの前で、またベースバンド・フィルタの後で測定され得る
。妨害信号の存在および強度は、ベースバンド・フィルタの後で測定された電力に対する
ベースバンド・フィルタの前で測定された電力の比率に基づいて割り出され得る。妨害信
号は、ベースバンド・フィルタの前で被ダウンコンバート信号に対して高速フーリエ変換
（ＦＦＴ）を実行するとともにＦＦＴからのスペクトル反応を検査して妨害信号の存在お
よび強度を割り出すことによって検出され得る。妨害信号は他の方法で検出されてもよい
。
【００６７】
　図９は、受信器を動作させるための工程９００のデザインを示している。検出された動
作条件に基づいて、複数のモードの中から１つのモードが選択され得る（ブロック９１２
）。一デザインでは、大きな妨害信号が検出される場合、高線形性モードが選択され得、
また、大きな妨害信号が検出されない場合、低線形性モードが選択され得る。他のモード
もサポートされ得る。妨害信号、ＴＸ漏れ信号、および／または他のパラメータに基づい
て、適切なモードが選択され得る。
【００６８】
　選択されたモードに基づいて、複数のミキサ対のうちの少なくとも１つのミキサ対がイ
ネーブルにされ得る（ブロック９１４）。複数のミキサ対のうちのミキサ対（存在する場
合）が、選択されたモードに基づいてディセーブルにされ得る（ブロック９１６）。ＬＮ
Ａの複数の負荷部のうちの少なくとも１つの負荷部が、選択されたモードに基づいてイネ
ーブルにされ得る（ブロック９１８）。複数の負荷部のうちの残りのミキサ対（存在する
場合）が、選択されたモードに基づいてディセーブルにされ得る（ブロック９２０）。一
デザインでは、複数のミキサ対は第１および第２ミキサ対を含み得、複数の負荷部は第１
および第２負荷部を含み得る。高線形性モードが選択されている場合、両方のミキサ対お
よび両方の負荷部がイネーブルにされ得る。低線形性モードが選択されている場合、第１
ミキサ対および第１負荷部がイネーブルにされ得、第２ミキサ対および第２負荷部がディ
セーブルにされ得る。概括的には、任意の数のミキサ対および任意の数の負荷部が利用可
能であり得、任意の数のモードもサポートされ得る。各モードは、そのモードについてイ
ネーブルにされるべき少なくとも１つのミキサ対および少なくとも１つの負荷部に関連付
けられ得る。
【００６９】
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　本明細書において記述されているＬＮＡおよびミキサは、いつくかの利点をもたらし得
る。第１に、高線形性が、オンチップ・インダクタをＬＮＡ負荷として使用することなく
達成され得る。このことは、著しいコスト削減を、特に複数のシステムおよび／または複
数の周波数帯をサポートする無線装置に対して、もたらし得る。第２に、本技術は、ＬＮ
Ａとミキサとの間の表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタの除去を可能にし得る。このことも、
コスト削減および他の利点を提供し得る。ＳＡＷフィルタは、ＴＸ漏れ信号を減じるため
に、ＣＤＭＡ用の無線装置中でＬＮＡとミキサとの間で一般に使用されている。本明細書
において記述されている技術を有する改善された線形性は、図１、図４、および図６に示
されているように、ＬＮＡがミキサに直接結合されることを可能にし得る。第３に、本技
術は、ＬＮＡ負荷用のオンチップ・インダクタの除去に起因してＬＯ再放射を減じ得る。
【００７０】
　本明細書において記述されているＬＮＡおよびミキサは、ＩＣ、アナログＩＣ、ＲＦＩ
Ｃ、混合信号ＩＣ、ＡＳＩＣ、プリント回路基板（ＰＣＢ）、エレクトロニクス装置等上
で実現され得る。ＬＮＡおよびミキサは、相補型金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）、ＮＭＯ
Ｓ、ＰＭＯＳ、バイポーラ接合トランジスタ（ＢＪＴ）、バイポーラＣＭＯＳ（ＢｉＣＭ
ＯＳ）、シリコン・ゲルマニウム（ＳｉＧｅ）、砒化ガリウム（ＧａＡｓ）のような様々
なＩＣプロセス技術によって製造されてもよい。
【００７１】
　本明細書において記述されているＬＮＡおよびミキサを実現する装置はスタンド・アロ
ン型装置であってもよいし大型装置の一部であってもよい。装置は（ｉ）スタンド・アロ
ン型ＩＣ、（ｉｉ）データおよび／または命令を格納するためのメモリＩＣを含み得る１
または複数のＩＣの組、（ｉｉｉ）ＲＦ受信器（ＲＦＲ）またはＲＦ送信器／受信器（Ｒ
ＴＲ）のようなＲＦＩＣ、（ｉｖ）移動局モデム（ＭＳＭ）のようなＡＳＩＣ、（ｖ）他
の装置内に埋め込まれ得るモジュール、（ｖｉ）受信器、携帯電話、無線装置、ハンドセ
ット、あるいはモバイル・ユニット、（ｖｉｉ）その他、であり得る。
【００７２】
　１つまたは複数の例示的デザインにおいて、記述されている機能は、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらのあらゆる組合せにおいて実現され得る。ソ
フトウェアにおいて実現される場合、関数は１つまたは複数の指示またはコードとして、
コンピュータ可読媒体上で格納または送信され得る。コンピュータ可読媒体は、コンピュ
ータ記憶装置媒体、およびコンピュータ・プログラムのある位置から別の位置への移動を
容易にするあらゆる媒体を含む通信媒体、の両方を含んでいる。記憶媒体は、コンピュー
タによってアクセスされることが可能なあらゆる利用可能な物理的媒体であり得る。限定
ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ
、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気
記憶装置、または命令またはデータ構造の形態の所望のプログラム・コードを運ぶか格納
するために使用されることが可能で且つコンピュータによってアクセスされることが可能
な他のあらゆる媒体を具備し得る。また、あらゆる接続も当然、コンピュータ可読媒体と
称される。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、撚線対、デ
ィジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線およびマイクロ波のような無線技術を
使用して、ウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合、この同軸
ケーブル、光ファイバーケーブル、撚線対、ＤＳＬ、または赤外線、無線およびマイクロ
波のような無線技術は、媒体の定義に含まれている。本明細書において使用されているデ
ィスク（ｄｉｓｋ）とディスク（ｄｉｓｃ）は、コンパクト・ディスク（ＣＤ）、レーザ
ーディスク（登録商標）、光ディスク、ディジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピ
ー（登録商標）・ディスクおよびブルーレイ・ディスクを含んでいる。ここで、ディスク
（ｄｉｓｋ）は通常磁気的にデータを再生し、他方、ディスク（ｄｉｓｃ）はレーザーで
データを光学的に再生する。上記のものの組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含ま
れるべきである。
【００７３】
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　本開示のここまでの記述は、あらゆる当業者が本開示を実行または使用することを可能
にするために提供されている。本開示に対する様々な修正は当業者にとって容易に明らか
になり、また、本明細書において定義されている包括的な原理は、本開示の範囲から逸脱
することなく他の変形体に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書において記述
されている例およびデザインに制限されることを意図されておらず、本明細書において開
示されている原理および新規な特徴と一貫している最も広い範囲と一致するべきである。
　以下に、本願出願時の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）入力信号を受信し、少なくとも１つのＬＮＡ出力信号
を提供するように構成されている低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）と、
　前記ＬＮＡに結合されている複数のミキサ対であって、各ミキサ対はイネーブルにされ
ていると少なくとも１つのＬＮＡ出力信号のうちの１つをダウンコンバートするように構
成されており、各ミキサ対は選択的にイネーブルまたはディセーブルにされる、複数のミ
キサ対と、
　を具備する装置。
［２］前記複数のミキサ対が、相違するサイズのトランジスタを用いて実現されている第
１および第２ミキサ対を具備する、
　［１］の装置。
［３］前記複数のミキサ対が、相違する量の電流または相違するバイアス電圧によってバ
イアスされる第１および第２ミキサ対を具備する、
　［１］の装置。
［４］前記複数のミキサ対が、相違する信号レベルの局部発振器（ＬＯ）信号によって駆
動される第１および第２ミキサ対を具備する、
　［１］の装置。
［５］前記複数のミキサ対が、相互に結合されかつ被ダウンコンバート信号を提供する出
力を有する、
　［１］の装置。
［６］各ミキサ対が複数のモードの中から選択されたモードに基づいてイネーブルまたは
ディセーブルにされ、
　各モードは、少なくとも１つのミキサ対の相違する組と関連付けられており、
　前記選択されたモードと関連付けられている前記少なくとも１つのミキサ対はイネーブ
ルにされ、存在する場合は残りのミキサ対は全てディセーブルにされる、
　［１］の装置。
［７］前記複数のミキサ対が第１および第２ミキサ対を具備し、
　高線形性モードについては前記第１および第２ミキサ対がイネーブルにされ、
　低線形性モードについては前記第１ミキサ対がイネーブルにされるとともに前記第２ミ
キサ対がディセーブルにされる、
　［１］の装置。
［８］大きな妨害信号が検出される場合に高線形性モードが選択され、
　大きな妨害信号が検出されない場合に低線形性モードが選択される、
　［７］の装置。
［９］前記ＬＮＡが１つのＬＮＡ出力信号を提供するように構成されており、
　各ミキサ対が、イネーブルにされていると前記ＬＮＡ出力信号をダウンコンバートする
ように、構成されている、
　［１］の装置。
［１０］前記ＬＮＡが、複数のＬＮＡ出力信号を提供するように構成されており、
　１つのＬＮＡ出力信号が各ミキサ対用であり、
　各ミキサ対が、イネーブルにされていると、それぞれのＬＮＡ出力信号をダウンコンバ
ートするように構成されている、
　［１］の装置。
［１１］前記複数のミキサ対が第１および第２ミキサ対を具備し、
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　前記ＬＮＡが第１および第２ＬＮＡ出力信号を提供するように構成されており、
　前記第１ミキサ対が、イネーブルにされていると前記第１ＬＮＡ出力信号をダウンコン
バートするように構成されており、
　前記第２ミキサ対が、イネーブルにされていると前記第２ＬＮＡ出力信号をダウンコン
バートするように構成されている、
　［１］の装置。
［１２］入力段および出力段を具備する低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）であって、前記入力
段はＬＮＡ入力信号を受信するとともに被増幅信号を提供し、前記出力段は前記被増幅信
号をバッファするとともに少なくとも１つのＬＮＡ出力信号を提供し、前記出力段は並列
結合されている複数の負荷部を具備し、各負荷部は選択的にイネーブルまたはディセーブ
ルにされる、低ノイズ・アンプ
　を具備する装置。
［１３］前記複数の負荷部の各々が１組のＮ型金属酸化膜半導体（ＮＭＯＳ）トランジス
タに結合されている１組のＰ型金属酸化膜半導体（ＰＭＯＳ）トランジスタを具備する、
　［１２］の装置。
［１４］前記複数の負荷部が、相違するサイズのトランジスタを用いて実現されている、
　［１２］の装置。
［１５］前記複数の負荷部が、相違する量の電流または相違するバイアス電圧によってバ
イアスされる、
　［１２］の装置。
［１６］前記複数の負荷部が、複数のＬＮＡ出力信号を提供するように構成されており、
　１つのＬＮＡ出力信号が各負荷部用である、
　［１２］の装置。
［１７］前記複数の負荷部が第１および第２負荷部を具備し、
　高線形性モードについては前記第１および第２負荷部がイネーブルにされ、
　低線形性モードについては前記第１負荷部がイネーブルにされるとともに前記第２負荷
部がディセーブルにされる、
　［１２］の装置。
［１８］低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）入力信号を受信し、複数のＬＮＡ出力信号を提供す
るように構成されている低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）と、
　前記ＬＮＡに結合されている複数のミキサ対であって、各ミキサ対はイネーブルにされ
ていると前記複数のＬＮＡ出力信号のうちの相違する１つをダウンコンバートするように
構成されている、複数のミキサ対と、
　を具備する装置。
［１９］各ミキサ対が、複数のモードの中から選択されたモードに基づいてイネーブルま
たはディセーブルにされる、
　［１８］の装置。
［２０］前記ＬＮＡが、前記複数のＬＮＡ出力信号を提供するように構成されている複数
の負荷部を具備し、
　各負荷部が、選択されたモードに基づいてイネーブルまたはディセーブルにされる、
　［１９］の装置。
［２１］前記複数のミキサ対が第１および第２ミキサ対を具備し、
　前記ＬＮＡが、前記第１および第２ミキサ対のための第１および第２ＬＮＡ出力信号を
提供するように構成されている第１および第２負荷部をそれぞれ具備する、
　［１８］の装置。
［２２］高線形性モードについては前記第１および第２負荷部ならびに前記第１および第
２ミキサ対がイネーブルにされ、
　低線形性モードについては前記第１負荷部および前記第１ミキサ対がイネーブルにされ
るとともに前記第２負荷部および前記第２ミキサ対がディセーブルにされる、
　［２１］の装置。
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［２３］低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）入力信号を受信し、少なくとも１つのＬＮＡ出力信
号を提供するように構成されている低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）と、
　前記ＬＮＡに結合されている複数のミキサ対であって、各ミキサ対はイネーブルにされ
ていると少なくとも１つのＬＮＡ出力信号のうちの１つをダウンコンバートするように構
成されており、各ミキサ対は選択的にイネーブルまたはディセーブルにされる、複数のミ
キサ対と、
　を具備する集積回路。
［２４］前記複数のミキサ対が第１および第２ミキサ対を具備し、
　高線形性モードについては前記第１および第２ミキサ対がイネーブルにされ、
　低線形性モードについては前記第１ミキサ対がイネーブルにされるとともに前記第２ミ
キサ対がディセーブルにされる、
　［２３］の集積回路。
［２５］前記ＬＮＡが並列結合されている複数の負荷部を具備し、
　各負荷部が選択的にイネーブルまたはディセーブルにされる、
　［２３］の集積回路。
［２６］前記複数の負荷部が第１および第２負荷部を具備し、
　高線形性モードについては前記第１および第２負荷部がイネーブルにされ、
　低線形性モードについては前記第１負荷部がイネーブルにされるとともに前記第２負荷
部がディセーブルにされる、
　［２５］の集積回路。
［２７］前記複数のミキサ対が第１および第２ミキサ対を具備し、
　前記複数の負荷部が第１および第２負荷部を具備し、
　高線形性モードについては前記第１および第２負荷部ならびに前記第１および第２ミキ
サ対がイネーブルにされ、
　低線形性モードについては前記第１負荷部および前記第１ミキサ対がイネーブルにされ
るとともに前記第２負荷部および前記第２ミキサ対がディセーブルにされる、
　［２５］の集積回路。
［２８］検出された動作条件に基づいて複数のモードの中からモードを選択することと、
　前記選択されたモードに基づいて、複数のミキサ対のうちの少なくとも１つのミキサ対
をイネーブルにすることと、
　前記選択されたモードに基づいて、存在する場合に前記複数のミキサ対のうちの残りの
ミキサ対をディセーブルにすることと、
　を具備する、受信器を操作する方法。
［２９］前記複数のミキサ対が第１および第２ミキサ対を具備し、
　前記複数のミキサ対のうちの少なくとも１つのミキサ対をイネーブルにすることおよび
残りのミキサ対をディセーブルにすることが、高線形性モードが選択されている場合に前
記第１および第２ミキサ対をイネーブルにすることと、低線形性モードが選択されている
場合に前記第１ミキサをイネーブルにするとともに前記第２ミキサ対をディセーブルにす
ることと、を具備する、
　［２８］の方法。
［３０］前記選択されたモードに基づいて、低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）の複数の負荷部
のうちの少なくとも１つの負荷部をイネーブルにすることと、
　前記選択されたモードに基づいて、存在する場合に前記複数の負荷部のうちの残りの負
荷部をディセーブルにすることと、
　をさらに具備する、
　［２８］の方法。
［３１］前記複数の負荷部が第１および第２負荷部を具備し、
　前記複数の負荷部のうちの少なくとも１つの負荷部をイネーブルにすることおよび残り
の負荷部をディセーブルにすることが、高線形性モードが選択されている場合に前記第１
および第２負荷部をイネーブルにすることと、低線形性モードが選択されている場合に前
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記第１負荷部をイネーブルにするとともに前記第２負荷部をディセーブルにすることと、
を具備する、
　［３０］の方法。
［３２］前記モードを選択することが、
　　大きな妨害信号を検出することと、
　　大きな妨害信号が検出される場合に高線形性モードを選択することと、
　　大きな妨害信号が検出されない場合に低線形性モードを選択することと、
　を具備する、
　［２８］の方法。
［３３］検出された動作条件に基づいて複数のモードの中からモードを選択するための手
段と、
　前記選択されたモードに基づいて、複数のミキサ対のうちの少なくとも１つのミキサ対
をイネーブルにするための手段と、
　前記選択されたモードに基づいて、存在する場合に前記複数のミキサ対のうちの残りの
ミキサ対をディセーブルにするための手段と、
　を具備する装置。
［３４］前記複数のミキサ対が第１および第２ミキサ対を具備し、
　前記複数のミキサ対のうちの少なくとも１つのミキサ対をイネーブルにするための手段
および残りのミキサ対をディセーブルにするための手段が、
　　高線形性モードが選択されている場合に前記第１および第２ミキサ対をイネーブルに
するための手段と、
　　低線形性モードが選択されている場合に前記第１ミキサをイネーブルにするとともに
前記第２ミキサ対をディセーブルにするための手段と、
　を具備する、
　［３３］の装置。
［３５］前記選択されたモードに基づいて、低ノイズ・アンプ（ＬＮＡ）の複数の負荷部
のうちの少なくとも１つの負荷部をイネーブルにするための手段と、
　前記選択されたモードに基づいて、存在する場合に前記複数の負荷部のうちの残りの負
荷部をディセーブルにするための手段と、
　をさらに具備する、
　［３３］の装置。
［３６］前記複数の負荷部が第１および第２負荷部を具備し、
　前記複数の負荷部のうちの少なくとも１つの負荷部をイネーブルにするための手段およ
び残りの負荷部をディセーブルにするための手段が、
　　高線形性モードが選択されている場合に前記第１および第２負荷部をイネーブルにす
るための手段と、
　　低線形性モードが選択されている場合に前記第１負荷部をイネーブルにするとともに
前記第２負荷部をディセーブルにするための手段と、
　を具備する、
　［３５］の装置。
［３７］前記モードを選択するための手段が、
　　大きな妨害信号を検出するための手段と、
　　大きな妨害信号が検出される場合に高線形性モードを選択するための手段と、
　　大きな妨害信号が検出されない場合に低線形性モードを選択するための手段と、
　を具備する、
　［３３］の装置。
［３８］少なくとも１つのコンピュータに、検出された動作条件に基づいて複数のモード
の中からモードを選択させるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記選択されたモードに基づいて、複数のミキ
サ対のうちの少なくとも１つのミキサ対をイネーブルにさせるためのコードと、
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　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記選択されたモードに基づいて、存在する場
合に前記複数のミキサ対のうちの残りのミキサ対をディセーブルにさせるためのコードと
、
　を具備するコンピュータ可読媒体を具備するコンピュータ・プログラム製品。
［３９］前記コンピュータ可読媒体が、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記選択されたモードに基づいて、低ノイズ・
アンプ（ＬＮＡ）の複数の負荷部のうちの少なくとも１つの負荷部をイネーブルにさせる
ためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記選択されたモードに基づいて、存在する場
合に前記複数の負荷部のうちの残りの負荷部をディセーブルにさせるためのコードと、
　をさらに具備する、
　［３８］のコンピュータ・プログラム製品。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３】
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【図６】 【図７】
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【図９】
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